
第 35 回 

川村禎三杯柔道⼤会 

 
 

⽇時  令和７年３⽉ 21 ⽇（⾦） 

場所  筑波⼤学 武道館 

主催  川村杯実⾏委員 

協⼒  筑波⼤学柔道部 



川村禎三杯柔道⼤会 

この⼤会は、筑波⼤学初代柔道部⻑を務められた川村禎三先⽣を記念し、⾼校柔道
の健全な発展を⽬的として、1987 年から開催されています。 

企画、運営は筑波⼤学柔道部学⽣が⾏っています。第 11 回までは団体戦で⾏われてい
ましたが、1997 年の第 12 回⼤会からは、敗者復活⽅式も取り⼊れた体重別個⼈戦を
⾏っています。 

 

川村禎三 先⽣ 

先⽣は、盛岡のご出⾝で、筑波⼤学の前⾝である東京⾼等師範学校体育科を卒業され、
東京学芸⼤学講師、助教授、教授、筑波⼤学の教授を歴任されました。筑波⼤学開学初
より初代柔道部部⻑として、11 年間に亘って⽂字通り本学柔道部の礎を築かれました。 

筑波⼤学を定年退官の際には、その教育と研究業績が認められ、筑波⼤学名誉教授と
なられました。 

選⼿としては、天覧試合、全⽇本東⻄対抗、全⽇本学⽣東⻄対抗、国⺠体育⼤会、全国 
10 地区優勝⼤会など全国的な⼤会において活躍される等輝かしい競技実績を残されて
おります。また、世界選⼿権⼤会、全⽇本選⼿権⼤会等の審判も務められ、1993 年に九
段に昇段されました。 

社会的には、⽂部省の諸委員、全⽇本柔道連盟理事、及び武道学会理事・監事として
⽇本国内の体育、柔道界の重要な組織運営に尽⼒されました。国外でも国際柔道連盟の
初代スポーツ理事、審判委員会委員等を 18 年間も務められるなど、柔道の国際的普及
発展に果たした役割は極めて⼤きいものがあります。その功績が認められ、1979 年の
退に際して、永久名誉役員に推挙されました。さらに従四位勲三等瑞宝章を叙せられ、 

2003 年 1 ⽉、80 歳にて、偉⼤なる⽣涯を閉じられました。 

  



⼤会次第 

◎開会式（9：00） 

1. 選⼿整列 

2. 開会宣⾔   筑波⼤学柔道部主将 ⽩⾦宏都 

3. 会⻑挨拶   ⼤会会⻑ 岡⽥弘隆 

4. 試合上の注意 審判委員⻑ 岸波拓真 

5. 選⼿宣誓 

◎試合開始 

◎閉会式 

1. 選⼿整列 

2. 成績発表ならびに表彰 

3. 講評     ⼤会会⻑ 岡⽥弘隆 

4. 閉会宣⾔   実⾏委員⻑ 旭征哉 

  



⼤会役員 

 

◎⼤会会⻑ 

岡⽥弘隆 

◎実⾏委員⻑ 

 旭征哉 

◎実⾏委員 

吉⽥湧登 ⽥窪成将 有瀬⼼⾥ ⼤塚功太郎  

◎審判委員⻑ 

岸波拓真 

◎審判委員・掲⽰・時計・記録 

筑波⼤学柔道部 

  



⼤ 会 要 項 
１． 主旨    永年、筑波⼤学柔道部⻑として尽⼒された故川村禎三先⽣の残された 

業績を末永く記念し、あわせて⾼校柔道の振興を図る。    
２． ⽇時    2025 年 3 ⽉ 21 ⽇（⾦）計量     午前 7：00〜8：00    

監督会議  午前 8：20  開会式   午前 9：00            
試合開始  午前 9：20    

３． 会場    筑波⼤学武道館柔道場  Tel：029-853-2583    
４． 主催    川村禎三杯柔道⼤会実⾏委員会    
５． 協⼒    筑波⼤学柔道部    
６． 参加資格 （1）茗柏会会員の指導している⾼等学校    

（2）実⾏委員会の認めた⾼等学校  
 7.   保険代     選⼿ 1 ⼈につき 300円 ※当⽇回収  
8.   参加申込  (1)締め切り   2024 年 2 ⽉ 25 ⽇（⽕）必着 ※期限厳守    

(2)申し込み⽅法 E-mail   
申込先住所：〒305-8574 茨城県つくば市天王台 1-1-1  筑波⼤学柔道部川       

村杯実⾏委員会  
※選⼿変更は当⽇、受付まで。ただし階級の変更は認めない。 

 
9.   試合⽅法   (1)最新の国際柔道連盟試合審判規定に従い、試合時間は 4 分.  間

とする。 
             ※4分間で決着がつかなかった場合 GSを⾏う 

(2)試合はトーナメント戦で⾏い、敗者復活戦はベスト 8 に進出し
た選⼿のみを対象とする。    

(3)60kg 級、66kg 級、73kg 級、81kg 級、90kg 級、100kg 級、    
100kg 超級の 7 階級で⾏う。    

(4)⼀校につき各階級 4 名まで参加できる。    
(5)計量は時間内において合格するまで何度でもできる。    
(6)計量はプラス 2.0kg までを合格とする。    

    
１０．組み合わせ  申し込みを受け付け次第抽選を実施し、結果を川村杯 HP. に掲

載する。    
１１．表彰        優勝（1 名）、準優勝（1 名）、第三位（2 名）を表彰する。    
１２．その他      主催者は、⼤会出場選⼿の傷害に対して、傷害保険に加⼊し、負

傷の際には応急処置を施すが、 それ以外の責任は負わない。
尚、選⼿は、当⽇保険証（コピー不可）を持参すること。《⽪膚 



真菌症について》⽪膚真菌症（トンズランス感染症）について  
は、発症の有無を各所属の責任において必ず確認する。感染が疑
わしい、もしくは感染が判明した選⼿については、迅速に医療機
関において的確な治療を⾏うこと。選⼿に⽪膚真菌症の感染が発
覚した場合は、⼤会への出場を禁⽌する。（ただし、2 週間以内の
治療証明書がある場合は、出場を認める）   
《脳震盪について》    

(1) ⼤会前 1 ヶ⽉以内に脳震盪を受傷した者は、脳神
経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。    
(2) ⼤会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該⼤会

に出場することは不可とする。   
           （なお、⾄急、専⾨医（脳神経外科）の精査を受けること） 

(3) 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許
可を得ること。    
(4) 当該選⼿の指導者は⼤会事務局および全柔連に対

し、書⾯により事故報告書を提出すること。    
  
  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１試合場 第２試合場 

第４試合場 第３試合場 

⼤  会  本  部 

出⼊⼝ 



2-7

2-48 1-45

2-51 1-48

4-39の敗者

2-55 1-52

田代大地
(日章学園)

白石紘大
(市立尼崎)

宮田樹
(開星)

1-45の敗者

2-41の敗者

2-48の敗者

1-38の敗者

3-39の敗者

1-53

4-5

4-6

4-7

4-8

4-39

4-25

4-26

2-9

2-10

2-28

3-6

2-41

3-25

3-39

1-25

1-24

1-38

遠藤雅也
(山形南)

高橋奏多
(埼玉栄)

横山廉
(白鳳大足利)

田中翔
(宮崎日大)

1-5

1-6

1-7

1-8

3-7

3-8

山根徹治
(東洋大姫路)

古澤侑誠
(つくば秀英)

日野平蓮
(新田)

窪内春路
(埼玉栄)

60kg級

2-1

2-27

2-8

佐藤宗太郎
(福島東)

守谷魁盛
(三島)

江部壮馬
(埼玉栄)

香川朝
(広島工業)

岡恵多
(白鳳大足利)

山田康平
(盛岡南・不来方)

中嶋郁
(東洋大姫路)

小林朔也
(常磐)

大重暖心
(日章学園)

木村天河
(高松商業)

橋爪利仁
(京都文教)

森叶夢
(東洋大姫路)

黒川太心
(常磐)

清水來也
(高松商業)

中西大輝
(京都文教)

池内雷基
(白鳳大足利)

伊藤龍誠
(埼玉栄)

永井叶志
(宮崎日大)

佐藤壮泰
(白鳳大足利)

浦野瑛光
(立教新座)

菊地希春
(湯沢翔北)

江口啓二
(立教新座)

3-9

3-26



2-11 1-9

2-29    1-26

2-42 1-39

2-13 1-11

4-9 3-10

3-28

4-50 3-50

4-12

4-40

2-12

2-3

2-4

2-30

2-2

2-14

4-10

4-28

3-46
1-55

4-11

4-3

1-1

1-12

3-11

3-13

1-10

1-2

1-3

3-3

1-27

3-1

3-2

3-27

3-12

3-46の敗者

2-42の敗者

4-40の敗者

4-46の敗者

1-39の敗者

3-40の敗者

2-56 1-54

66kg級

筑波樹吏
(土浦日大)

今井大貴
(埼玉栄)

黒木楓馬
(日章学園)

土屋祐駿
(山形工業)

髙橋勝真
(山形南)

尾﨑颯羽
(三島)

三ツ屋明
(桐蔭学園)

坂元逞
(広島工業)

岡本壮真
(市立尼崎)

高津拓実
(新田)

國分光太郎
(白鳳大足利)

西村蓮
(東洋大姫路)

堀越誉
(白鳳大足利)

樋口裕人
(日章学園)

寺澤槙人
(埼玉栄)

森逢志
(山形南)

寳神陽
佐賀商業)

川崎飛勇真
(高松商業)

大島悠雅
(つくば秀英)

大西理央
(京都文教)

江森柚希
(常磐)

二本柳一希
(立教新座)

松田昌陛
(日章学園)

流石青
(日川)

中山皇太郎
(安田学園)

3-40

4-1

4-27

4-2

4-46

栗原智哉
(白鳳大足利)

坂本蒼馬
(宮崎日大)

中山琉希亜
(東洋大姫路)

髙倉亜衣琉
(常磐)

大林快音
(常磐)

西本翔一
(新田)

葛西颯次朗
(埼玉栄)

小野倭
(盛岡南・不来方)

山﨑笙太
(開星)

髙野博斗
(山形南)

松本貫路
(東洋大姫路)

高橋和久斗
(立教新座)

高岡蒼梧
(京都文教)

片山慶伍
(白鳳大足利)

田中龍希
(佐賀商業)

後藤大誠
(山形南)

結城颯征
(埼玉栄)

吉田陽翔
(京都文教)

井川獅文
(新田)



2-15 1-13

2-31 1-28

2-43 1-40

2-49 1-46

4-13

4-29

3-41

3-30

4-30

2-57 1-56

2-52 1-49

4-41の敗者

3-4

3-17

1-57

  1-46の敗者

2-43の敗者

中原悠希
(高松商業)

髙橋玲偉
(佐賀商業)

2-32

4-14

4-41

4-15

4-16

3-16

日垣翔心
(京都文教)

1-40の敗者

3-41の敗者

2-5

2-16

2-17

2-18

4-4

2-49の敗者

甲斐光稀
(宮崎日大)

五島颯太
(白鳳大足利)

高橋至
(福島東)

今泉虎多朗
(常磐)

井桁日漫
(埼玉栄)

茶圓實人
(佐賀商業)

鈴木蓮志朗
(桐蔭学園)

永石隼斗
(広島工業)

早川歩幸
(埼玉栄)

草苅雄飛
(山形南)

1-4

植木聖恩
(三島)

中丸玲旺
(宮崎日大)

宮内聡治郎
(早稲田実業)

73kg級

西山千愛
(白鳳大足利)

1-14

1-15

1-29

1-16

3-14

3-15

3-29

菅野駿
(新田)

飯田一久
(埼玉栄)

岡本樹龍
(宮崎日大)

児島錬太郎
(高松商業)

浅海蓮司
(白鳳大足利)

滝澤飛亜
(常磐)

太田悠真
(開星)

多田透馬
(盛岡南・不来方)

植木蓮恩
(三島)

水野零月
(山形工業)

深尾幸史朗
(つくば秀英)

饒平名祥太
(埼玉栄)

升澤慶多
(新田)

村岡煌翔
(早稲田実業)

細谷竜寛
(高松商業)

髙宮崇一郎
(つくば秀英)

川島瑠久杜
(白鳳大足利)

橋爪利温
(京都文教)

舞原剛王
(常磐)



2-33

1-41

2-44

4-47 3-47

3-42

3-5

4-51 3-51

4-17

4-31

4-18

4-19

梅津的居
(山形工業)

小林愛海
(つくば秀英)

新井暖
(埼玉栄)

中村佳太
(東洋大姫路)

浅川琥月
(東海大札幌)

田島颯翔
(桐蔭学園)

小浦大叶
(宮崎日大)

徳永雄飛
(新田)

平野涼輝
(白鳳大足利)

中村祥太朗
(高松商業)

佐々木浩一
(広島工業)

森颯大
(白鳳大足利)

半下石大和
(市立尼崎)

3-21

髙橋奏琉
(湯沢翔北)

小畑永吉
(佐賀商業)

江口斗吾
(市立尼崎)

高田蒼空
(埼玉栄)

島本陸
(高松商業)

工藤光翔
(桐蔭学園)

2-19

2-6

2-20

2-21

2-34

2-22

小林玲陽
(常磐)

木下仁雄
(三島)

青木崇之介
(白鳳大足利)

中山虎星
(埼玉栄)

山登爽生
(開星)

81kg級

南原湧音
(広島工業)

山﨑聡太
(常磐)

芝山哲平
(三島)

坂主謙正
(白鳳大足利)

浅野克喜
(立教新座)

佐藤徹平
(桐蔭学園)

三枝透陽(日川)

1-17

1-18

1-30

1-19

1-20

1-31

3-18

3-19

3-31

3-20

3-32

1-59

4-47の敗者

1-41の敗者

3-42の敗者

3-47の敗者

2-44の敗者

4-22の敗者

2-58 1-58

4-20

4-32

4-42

松原雄静
(高松商業)

黒木陽翔
(宮崎日大)

細井煌生
(埼玉栄)



2-35 1-32

2-45 1-42

3-33

4-33

2-53 1-50

3-43の敗者

1-47の敗者

2-45の敗者

4-43の敗者

2-59 1-60

4-34

2-50 1-47

2-50の敗者

1-42の敗者

沖村拓海
(開星)

堂脇龍真
(広島工業)

2-23

2-24

2-25

4-21

4-43

4-22

3-23

3-34

3-22

1-21

1-22

1-33

3-43

2-36

坂中凌
(市立尼崎)

高山英誉
(埼玉栄)

五味田俊介
(つくば秀英)

恩田翔琉
(白鳳大足利)

溝口博斗
(高松商業)

齋藤貫太
(常磐)

紫和純平
(高松商業)

野村泰寿
(土浦日大)

細谷健斗
(高松商業)

村岡遼心
(山形南)

須藤瑠粋
(埼玉栄)

横山生
(白鳳大足利)

久保陽太朗
(高松商業)

星拓酉
(つくば秀英)

野邊優心
(宮崎日大)

波多野優平
(白鳳大足利)

河野武
(新田)

小松大峨
(埼玉栄)

90kg級

勝田琉之介
(安田学園)

鳥入陽真
(宮崎日大)

シンジルアマルバヤスガラン

(白鳳大足利)

1-61 瀬上蒼太
(早稲田実業)

猪ヶ倉大地
(日章学園)



2-37 1-34

2-46 1-43

4-48 3-48

4-35

4-52 3-52

4-48の敗者

1-43の敗者

3-44の敗者

3-48の敗者

2-46の敗者

4-44の敗者

2-60 1-62

1-23

3-35

4-36

4-44

3-36

3-44

1-63

4-24

3-24

1-35

新井月堂
(埼玉栄)

野添莞司
(京都文教)

稲毛歩夢
(宮崎日大)

木村太河
(高松商業)

出口郁弥
(市立尼崎)

高橋昊
(つくば秀英)

松田太陽
(山形工業)

岡本翔乃介
(東洋大姫路)

海島帝龍
(京都文教)

稲葉陸斗
(土浦日大)

山口琥太郎
(京都文教)

西田滉太
(開星)

渡邉翔
(桐蔭学園)

関口睦
(常磐)

高野大和
(広島工業)

藤田隼之助
(白鳳大足利)

土田照
(市立尼崎)

佐々木風牙
(佐賀商業)

100kg級

松下宗太郎
(新田)

水野雅南人
(白鳳大足利)

三浦佳大
(安田学園)

2-26

2-38

4-23



2-54 1-51

4-49の敗者

1-44の敗者

3-45の敗者

3-49の敗者

2-47の敗者

4-45の敗者

2-61 1-64

4-38

4-45

2-47

4-49

1-36

1-37

1-44

3-37

3-45

3-38

3-491-65

飯田大翔
(埼玉栄)

池田慎太朗
(京都文教)

2-39

2-40

4-37

木口豪人
(白鳳大足利)

原大進
(高松商業)

石井貫太
(新田)

今井陸斗
(日川)

岡本煌栄
(埼玉栄)

落合壮蓮
(宮崎日大)

藤崎快晴
(白鳳大足利)

星野聖翔
(早稲田実業)

出口康生
(山形工業)

青栁蒼詩
(常磐)

100kg超級亀山羽玖
(高松商業）

岡田陽翔
(つくば秀英)

中山龍人
(埼玉栄)

小高桜慶
(早稲田実業)



第１試合場 第2試合場 第3試合場 第4試合場

~準々決勝 44試合 47試合 45試合 45試合

準決勝 60kg準決① 60kg準決② 66kg準決① 66kg準決②

73kg準決① 73kg準決② 81kg準決① 81kg級②

90kg準決① 90kg準決② 100kg準決① 100kg準決②

100kg超準決① 100kg超準決②

敗者復活戦 60kg敗復① 60kg敗復② 66kg敗復① 66kg敗復②

73kg敗復① 73kg敗復② 81kg敗復① 81kg敗復②

90kg敗復① 90kg敗復② 100kg敗復① 100kg敗復②

100kg超敗復① 100kg超敗復②

3決、決勝 60kg３決① 60kg３決②

60kg決勝

66kg３決① 66kg３決②

66kg決勝

73kg３決① 73kg３決②

73kg決勝

81kg３決① 81kg３決②

81kg決勝

90kg３決① 90kg３決②

90kg決勝

100kg３決① 100kg３決②

100kg決勝

100kg超３決① 100kg超３決②

100kg超級

試合順

各階級トーナメントを4分割し準々決勝まで実施

一度揃えて

一度揃えて


